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本
紙
は
各
戸
配
布
で
す

、
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　　　　日向市長発行人
　　　　三尾艮次郎
三三人　市長室広報係

印刷所要麟印刷所
　　（1部3円）

　　現住人口衰
（8月末日現在）

男　19，483人（ト10）

女　20，157人（＋21）

計　39，640人（＋31）

世帯総数
8．189i士t腎，　　　（イ3）

年
度
決
算

黒
字
三
百
六
十
四
万
田
の
見
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
但
し
地
財
建
債
の
融
資
補
填
で
一

　
日
向
時
間
追
放

こ
れ
か
ら
は
、
淳
年
や
婦
人
の

集
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
会
合
で
も
、
出
席
の
時

刻
は
守
っ
て
お
く
れ
な
い
よ
う

し
ま
し
よ
う
。

時
間
を
守
る
こ
と
は
、
新
生
活

運
動
の
第
一
小
で
す
。

31

昭
和
一
．
一
卜
一
年
度
の
決
算
井
が
「
力
財
政
再
臨
の
適
用
を
う
け

で
き
あ
が
り
、
来
た
る
ニ
レ
日
一
て
、
昭
和
．
一
｛
九
年
度
の
赤
字

頃
予
定
さ
れ
て
い
る
市
契
ム
に
二
二
子
一
歪
力
円
を
昨
年
政
府
の

上
程
承
認
を
う
け
る
こ
と
に
な
可
動
で
・

　　

@　

@　

@一

一
応
赤
字
を
埋
め
て
｝

つ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
｝
解
消
し
て
い
る
た
め
で
こ
れ
に

り
ま
す
と
一
．
、
百
六
十
四
万
．
．
千
｝
よ
っ
て
噌
．
ト
一
年
度
に
お
い
て

四
百
六
卜
三
円
の
黒
7
と
い
う
｝
黒
7
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
訳

既
難
浸
畜
郁
四
し
讐
市
と
し
て
脅
に
一

覧
万
八
千
ゴ
．
百
円
に
対
し
て
二
一
粋
の
黒
字
と
い
う
こ
と
は
厳
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
意
味
で
は
云
え
な
い
か
と
思

億
一
千
二
百
八
↑
一
万
五
千
八

貞
・
、
↓
円
の
才
出
と
な
っ
て
…
い
ま
す
が
・
と
も
か
≦
．
士

お
り
ま
よ
。
　
　
　
　
　
　
　
．
年
度
の
才
入
省
幽
に
お
い
て
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
一
、
卜
六
年
度
以
来
、
黛
字
「
字
決
算
を
す
る
こ
と
が
出
来
る

決
算
の
な
か
っ
た
当
市
と
し
て

は
、
帳
簿
上
こ
の
黒
字
を
六
年

ぶ
り
で
見
た
訳
で
す
が
し
か
し

こ
れ
は
赤
字
財
政
の
当
市
が
地

［
す
が
事
業
は
計
画
の
予
算
通
り

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
一

て
、
人
二
日
、
物
詣
費
の
而
で
一

抑
制
節
約
を
行
い
ま
た
、
失
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

乳
頭
国
庫
禰
助
金
の
返
納
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他
の
補
助
金
の
返
納
金
七
十
万
一

五
千
円
な
ど
が
黙
宇
の
原
因
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
の
返
納
は
本
年
度
に
お
・

い
て
返
納
せ
ね
ば
な
ら
な
い
金
｝

額
で
す
か
ら
こ
の
分
は
黒
字
の
一

金
額
と
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
る
こ
一

一
と
は
御
承
知
ね
が
い
た
い
と
思
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

次
に
決
算
陛
の
内
容
を
申
し
ま
一

ζ
と
別
戸
の
よ
う
に
な
っ
て
お
一

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

昭
和
3
1
年
度

　
日
向
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

入　　＿＿L＿＿＿．＿ 出
一　　噌　蘭　　　　　　　　一　一　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　㎜　　　一　　　　腎　幣　　　一

謔P款！市　　　　　税
諱@　2　款　i地　　方　　交　　イ寸　　税

66．930．161111、第　　1　，欺

R6．889．000　　第2款

一　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　一　一　　一　　　皿　　　一　　　一　　　㎝　　　一　一　　　　　　　　　　　一　一　一

c　　会　　費｝　　　　　1巾　役　所　費
4715．823円

R3，402，608

第3款　公益企業及財産牧入 12．937．609　　　第　　3　款 消　　　防　　　費 4，352，833

第4款　分担金及負担金 934．722　第4款 十　　　木　　　費 28，950，055

　　1謔T款　夫　役　及　現　品 0　第5款 教　　　育　　　費 48，906，540

第6款　使用料及手数料 3．784．836　　　第　　6　オ次 社会及び労働施設費 22，206，325

第7款　悶　爪　支　出　金 39．002．320　　　第　　7　堪欠 保　健　衛　生　費 8，713，673

第8款　県　麦　　出　金 2．506．165　　　第　　8　　章欠 産　業　経　済　費 7，908，042

第　　9　　款　　寄　　　　　　β付　　　　　　く1ン 0　第9款 財　　　κ　　　費 4，605，882

、

第10款　線　　　入　　　金 0　第10款 統　，卜調　査　費 69，790

第二款11繰　　　越　　　金 0　第11款 」巽　　　挙　　　費 1，045，519

第12款　雑　　　牧　　　入 4．973．487　　　第　12　款 公　　　債　　　費 16，910，782

　　1謔P3款，市　　　　　　債 48．500．000　　　第　13　款 諸　　女　　出　　金 31，027，965

第14款 予　　　備　　　費

歳　　入　　合　　嵩　　1
一一L @一一　　一　一　　　II一一

Q16．4巨8．300「q　　　　　識 出’　〈　言　　1 212，815，837

　
｛
ー
ー
二
七
号
も
大
し
た
被
害
を

与
え
る
こ
と
な
く
通
過
し
て
く

れ
ま
し
た
が
、
愈
々
こ
れ
か
ら

瞬胸

市長からのおたより

　三尾良次郎
は
台
風
の

季
節
に
入

り
、
節
料

丹
と
や
ら

も
ま
だ
遙

か
南
の
方

で
は
あ
り

ま
す
が
徐

う
に
本
土

に
近
づ
き

つ
、
あ
る

と
の
こ
と

で
す
か
ら

市
民
の
皆

様
に
は
ト

分
驚
戒
し

て
下
さ
る

よ
う
に
お

願
い
致
し
ま
す
。

た
ダ
今
、
日
向
市
で
の
大
き
な

話
題
と
言
え
ば
、
創
価
学
会
と

■

芝
浦
の
土
地
問
題
で
あ
り
ま
し

ヒ
う
。
創
価
学
会
の
こ
と
は
、

日
向
市
ば
か
り
で
な
く
、
臼
木

全
国
の
評
判
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
日
向
市
で
は
財
光

寺
定
善
寺
の
大
石
寺
阪
一
式
が

八
月
一
．
一
十
日
に
催
さ
れ
た
機
会

に
、
創
価
学
会
の
折
伏
隊
が
活

動
を
始
め
る
と
い
う
の
で
、
特

に
話
題
に
な
っ
て
い
る
訳
で

す
。
宗
教
と
い
う
も
の
は
喰
ぺ

物
と
同
じ
事
で
実
際
に
自
ら
喰

べ
て
見
ね
ば
分
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
の
噂
を
聞
い
て

批
判
し
た
り
、
恐
れ
た
り
す
る

の
は
誤
り
で
あ
り
ま
す
が
、
唯

簾
史
的
に
見
て
、
一
つ
の
宗
教

か
起
り
、
拡
が
っ
て
行
く
に
は

必
ず
そ
の
時
代
の
社
会
に
斯
く

な
る
べ
き
素
地
が
あ
る
と
い
う

こ
と
は
言
え
ま
し
よ
う
。
君
し

創
価
激
人
誤
の
折
伏
拡
大
が
田
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
な
ら
、
今
日
の
社
会
に
於
け

商
舗
甥
繊
持
に
な
る
．
、
一

・
の
學
を
学
に
は
畜
1

節
約
抑
制
し
た
紹
果
で
あ
り
費
一

る
民
主
々
義
の
行
き
過
ぎ
や
労

働
争
議
の
行
き
過
ぎ
な
ど
が
そ

の
大
き
な
誘
発
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
す

ま
い
か
。
・

　
幡
浦
の
土
地
が
、
公
共
埠
頭

の
造
成
に
必
要
と
な
り
、
県
有

地
と
交
換
す
る
こ
と
が
き
ま

り
、
そ
の
県
有
地
を
相
当
高
価

に
売
却
す
る
見
込
が
つ
い
た
所

か
ら
、
幡
浦
の
土
地
所
有
者
を

多
少
羨
割
の
気
持
で
眺
め
る
向

き
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し

た
こ
と
が
話
題
に
な
る
と
、
兎

角
大
袈
裟
に
吹
聴
さ
れ
た
り
、

と
ん
で
も
な
い
課
解
が
生
じ
た

り
す
る
も
の
で
す
が
、
工
場
誘

致
が
原
因
に
な
っ
て
、
土
地
の

値
段
か
騰
っ
た
こ
と
は
疑
い
も

な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
こ
れ
は
何
も
幡
浦
の
i
地
所

有
者
を
羨
や
む
必
要
は
な
い
の

で
あ
っ
て
、
n
向
市
の
i
地
所

有
者
は
多
少
の
差
は
あ
る
に
し

て
も
、
工
場
隠
田
を
原
因
と
し

て
、
知
ら
ぬ
間
に
皆
そ
の
所
有

地
の
値
上
り
を
み
て
い
る
の
で

す
。
実
は
土
地
ば
か
り
で
な

く
、
家
も
労
働
力
も
企
業
力
も

皆
値
上
り
す
る
の
で
あ
っ
て
、

幡
浦
の
土
地
所
有
者
が
傑
か
に

数
ヵ
月
極
か
っ
た
に
過
ぎ
な
い

の
で
す
。

　
こ
れ
は
日
向
弗
民
ば
か
り
で

な
く
、
門
川
町
民
も
同
様
で
あ

り
ま
す
。
今
に
し
て
考
え
ま
す

と
、
現
在
の
臨
海
工
業
地
帯

は
、
東
洋
紡
績
と
志
村
化
工
の

二
工
場
で
一
ぱ
い
に
な
り
、
も

う
今
か
ら
門
川
海
岸
を
埋
立
て

る
大
工
弔
を
考
え
ね
ば
駄
目
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
の
災
難

は
自
分
の
災
難
、
他
人
の
幸
福

は
廻
り
廻
っ
て
結
局
自
分
の
幸

福
に
な
る
。
こ
れ
が
人
間
社
会

の
運
命
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
（
九
月
一
日
記
す
）

　
　
毎
号
連
載
予
定

　
育
成
馬
牛
品
評
会

｝昭和
三
島
二
年
吸
の
品
評
会
は

「
九
月
十
日
市
営
家
畜
南
場
で
開

…
か
れ
敦
し
た
。
結
果
の
主
な
も

引
揚
者
給
付
窟
務
分

室
十
二
月
ま
τ
設
置

　
市
風
鐸
で
は
引
揚
者
給
付
合

等
請
求
事
務
の
受
付
の
た
め
蔚

室
を
設
け
て
お
り
ま
し
た
が
八

月
ま
で
設
け
る
予
定
を
十
一
百

末
ま
で
延
期
し
ま
し
た
。
　
一

　
な
お
こ
の
期
間
が
済
ん
で
よ

明
年
三
月
末
ま
で
は
、
市
民
甑

で
従
来
通
り
受
付
は
続
け
て
費

う
の
で
、
誤
解
な
い
よ
う
お
駆

い
し
ま
す
。

　
　
　
●

（
市
役
所
人
事
）

消
防
望
櫻
竣
工

に
楼
ヒ
で
見
張
り
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
よ
）
。

サ
イ
レ
ン
も
こ
の
楼
上
に
移
す

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
際

五
馬
力
の
大
き
い
の
に
朴
え
て

市
衛
地
全
体
に
よ
く
聴
え
る
よ

う
に
し
た
い
計
画
で
す
。

な
お
附
近
の
子
供
た
ち
が
珍
ら

十
五
夜
祭
近
づ
く

　
　
　
　
日
向
市
商
工
水
産
祭
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
十
月
七
・
八
・
九
の
三
日
間

日
向
市
の
十
万
夜
祭
は
、
講
内
示
即
売
を
行
）
こ
と
に
な
っ
て

で
は
最
も
大
き
な
祭
り
で
す
が
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
祭
り
の
神
噴
は
、
宙
高
八
幡
ま
た
日
本
報
道
写
爽
連
盟
n
向

神
社
の
お
浜
行
で
あ
り
ま
し
支
部
の
9
3
同
展
、
煙
草
専
売
顧

て
、
こ
の
「
お
浜
行
」
を
お
迎

え
す
る
行
事
が
「
十
五
夜
祭
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

侮
年
旧
暦
八
月
十
五
日
を
中
心

に
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
今
年

は
閏
年
で
、
二
回
八
月
卜
五
日

が
あ
る
た
め
、
関
係
者
協
議
の

漏
果
怠
風
期
を
遠
さ
か
る
意
味

｝
か
ら
も
、
後
の
ト
五
夜
に
決
定

　
新
暦
の
ト
月
七
、
八
、
九
口
の

＝
。
百
間
と
き
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
儲
の
写
真
展
、
市
内
小
中
学

｝
亡
児
激
生
徒
の
図
画
、
習
字
な

と
の
竹
品
展
も
開
か
れ
る
登
定

て
す
。

一
兎
T
水
碑
祭
に
は
、
皆
様
か
ら
…
の
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
く
、
出
品
な
さ
る
方
は
、
市
役

一
所
商
工
水
産
課
周
会
詰
所
…

一
に
詳
し
い
こ
と
は
お
聞
合
せ
下
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

「
さ
る
よ
）
お
願
い
し
ま
す
。
　
一

振
っ
て
出
品
し
て
い
た
だ
き
た
一
【
三
日
牛
】
優
等
1
1
ま
つ
え
号

市
税
調
査
員
が

お
宅
を
廻
り
ま
す

　
先
日
回
覧
文
書
を
発
送
し

て
、
市
民
の
立
様
方
へ
周
知
方

を
お
願
い
し
て
お
き
ま
し
た
が

来
年
度
（
一
．
一
十
二
薙
度
）
は
固

定
資
産
評
価
の
「
甚
準
年
度
」

と
申
し
ま
し
て
、
土
地
の
地
日

醸
騨
麗
難
撫
罐
灘
繭
葦
無
識
卿
鱗
画

す
・
と
消
防
本
部
で
は
言
っ
て
例
年
十
二
月
目
日
向
市
巌
業
振
「
つ
て
い
ま
す
。

お
り
ま
す
。

額
鷲
全
部
・
工
場
護
地
盛
月
か
ら
市
営
で
高
鶴
謡
物
蒔
預
り
な
ど
竿
・
ス
面

帯
は
す
く
眼
の
下
に
見
え
、
西
一
案
内
所
と
し
て
述
逸
す
る
こ
と
一
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

　
　
駅
前
に
市
営
観
光
案
内
所

　
　
　
　
　
　
　
　
一
電
話
、
電
報
も
扱
う
1

藷
高
駅
前
に
あ
る
電
話
、
電
報
丙
、
旅
館
案
内
そ
の
他
の
案

一
サ
ー
ヒ
ス
．
ス
・
ノ
ー
ソ
ヨ
ン
は
一
内
、
ゆ
く
ゆ
く
は
n
転
車
や
荷

富
為
原
町
に
あ
る
、
宙
消
防
木
で
、
高
さ
…
．
．
十
メ
ー
ト
ル
、
総

勢
裏
に
、
こ
ん
と
消
防
甲
椿
が
工
費
は
六
十
八
万
円
。
当
分
は
［
は
堀
見
が
全
部
、
南
は
平
岩
ま
に
な
り
ま
し
た
。

鞭
縫
几
梶
一
：
一
，
L
秋
霧
携
軍
咳
け
薄
い
港
淵
海
岸
と
二
手
遷
鵬
掃
外
事
、
慨
報
の

　　

@　

@　

@　｝

　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。
場
所
も
人
々
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
に
付
く
場
所
に
し
た
い
針
画
で

薫
」
鴫
1
、
）
窃
ζ
》
モ
よ
・
o
　
　
　
　
　
　
』

例
年
の
行
事
で
あ
る
屋
台
や
造
｛
の
変
換
と
か
・
家
屋
の
増
改
築

嘉
の
余
興
が
行
わ
れ
、
他
、
・
等
の
よ
う
に
、
課
税
物
三
白

興
祭
を
行
い
、
そ
の
中
に
、
商

丁
水
塵
部
を
設
け
て
お
り
ま
し

一
た
が
、
時
期
的
に
遅
き
に
す
ぎ

一
る
点
と
、
会
場
の
広
さ
の
関
係

一
な
ど
か
ら
、
こ
れ
を
．
別
個
に

一
し
、
卜
五
夜
祭
当
日
に
聞
慨
す

ポ
こ
と
に
、
今
矩
か
ら
き
め
ら

　

一
れ
た
訳
で
す
。

後
援
は
日
向
商
工
会
議
所
、

一一
向
市
商
店
会
、
市
内
の
四
丁
粟

　
従
っ
て
、
来
年
の
二
月
末
迄

に
、
市
内
全
区
の
土
地
家
屋
の

再
調
査
蒋
評
価
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
八
月
の
下
旬
頃

か
ら
家
屋
調
査
を
始
め
て
、
只

今
美
々
沖
地
区
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
調
査
に
当
っ
て
は
幽
来
得
る

に
立
入
っ
て
調
杏
さ
せ
て
戴
く

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
又

調
査
員
が
い
ろ
い
ろ
と
お
尋
ね

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

所
有
者
の
住
所
氏
名
や
建
築
年

月
日
等
、
正
確
に
答
え
て
戴
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
に
当
り
ま
し
て
は
建
物

の
部
分
口
々
に
つ
い
て
誤
り
の

な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
が
、
眼
に
付
き
に

く
い
破
損
部
分
等
は
、
調
査
員

に
申
し
出
て
戴
く
夕
闇
戸
々
々

に
円
滑
に
調
査
が
出
来
ま
す
お

う
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い

串
し
上
げ
ま
す
。

　
土
地
の
調
査
も
九
月
中
旬
頃

か
ら
始
め
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
調
査
員
は
必
ら
ず
「
市
税
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
一
限
り
皆
さ
ん
に
御
迷
惑
の
か
～
・
査
員
章
」
を
携
行
し
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
ら
な
い
よ
う
に
充
分
注
意
し
て
す
の
で
、
御
不
審
の
場
合
は
、

協
同
組
合
と
な
っ
て
お
り
、
会
～
お
り
ま
す
が
、
調
査
の
正
確
を
…
遠
慮
な
く
「
調
査
員
章
」
の
呈

喫
煙
湛
踏
騨
麗
彌
け
雛
難
聴
課
塚
鰹
惣
示
集
め
て
下
さ
い
。

長
曽
我
部
武
（
西
川
内
）

　一

剿
ﾘ
田
岡
右
エ
門
（
中
野
）

奈
須
利
刀
（
奥
野
）
、
甲
斐

マ
次
郎
（
秋
留
）

【
育
成
馬
】
一
等
闘
河
野
置
市

　
（
松
原
）
【
仔
馬
】
一
等
”

黒
木
定
男
（
庄
手
）

　
　
　
（
会
計
課
）
駐
日
芳
工

願
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る

　
　
　
　
　
　
八
月
五
日
付

　
　
　
（
税
務
課
）
小
出
　
義
臨

　
　
　
（
土
木
課
）
黒
不
撰

　
（
幸
脇
出
張
所
）
小
林
　
瞭

願
に
よ
り
本
職
を
免
ず
る
　
・

　
　
　
　
八
月
三
十
一
日
付

陸
上
自
衛
隊
員
募
集

謄
本
抄
本
を
す

　
　
　
戸
籍
複
写
機
「
リ
コ
ピ
ー
」
購
入

防
衛
庁
で
は
、
陸
、
海
、
塵
ρ

幹
部
候
補
生
と
陸
上
自
衛
隊
｛

陸
齊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
は
九
月
三
十
日
ま
で
。

志
願
に
つ
い
て
詳
し
く
は
市
画

所
総
務
課
の
係
を
お
た
ず
ね
｝

さ
い
。

ぐ
写
す

引
揚
者
や
遺
族
関
係
で
最
近
「
積
し
た
申
込
み
を
一
掃
し
て
h

戸
籍
の
謄
茶
抄
本
の
申
込
込
ま
支
・
の
犠
で
写
す
と
．

が
急
激
に
多
く
な
り
、
窓
口
事
一
一
枚
が
四
十
秒
位
で
出
来
あ
h

務
が
お
そ
く
な
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
の
で
、
こ
ん
ど
複
写

皇
員
　
「
，
」
」
3
，
一
顧
　
軋
膠
二
号
、
、
　
財

と
、
そ
の
ま
～
、

る
の
が
、
研
究
問
題
の
よ
う
弔

し
置
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
i

　
　
る
の
で
、
＾

　
　
つ
け
な
い
岨

　
　
阜
く
で
き
、

　
㎝　
　
窓
口
で
市
鼠

訟
の
方
・
に
胤

ビ　
　
く
待
っ
て
蹴

コ
．　

　
う
よ
う
な
7

印　
　
と
は
な
ε

た
●　

　
り
ま
す
、
し

し　
　
戸
籍
係
で
障

入
・　

　
云
っ
て
お
払

購
鱒　

．
ま
す
。
今
砧

　
　
と
こ
ろ
写
t

　
　
た
も
の
を
口

　
　
る
と
、
原
み

　
　
が
粋
な
h

　
　
汚
な
く
脚
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簿
醸

な
め
て
は
な
ら
ぬ
台
風

ま
た
　
シ

こ
と
し
は
幸
い
に
、
第
π
号
、
．
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

第
七
号
も
、
ま
た
進
路
に
当
つ
一

た
第
十
号
も
、
思
っ
た
よ
り
も
一
三
で
う
け
た
被
害
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　のでス
あ

2ン
じ

天で

地す
に
ll】

が

く
，
年
の
台
風
に
ヒ
つ
て
、
当
｝
多
か
っ
た
の
で
、
水
田
や
畑
の

日
向
市
一
冠
水
、
浸
水
が
八
四
レ
κ
陶
ル

大
し
た
被
害
も
与
え
ず
通
過
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
い
つ
も
こ
ん
な
調
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

塩
鮎
髄
腰
諒
墾
約
葎
儒
離
甲
唄
鼓

今
年
は
終
り
だ
、

災
害
対
策
本
部
で
築
計
し
た
概
｝
ほ
ど
で
あ
り
、
稲
の
倒
伏
が
早

算
に
よ
り
ま
す
と
、
次
の
よ
う
十
打
町
歩
と
な
っ
て
お
り
圭

　
　
　
　
　
　
と
い
う
よ
う
一
り
ま
す
。
そ
の
キ
な
も
の
は
農
｝
ま
し
て
、

な
こ
と
も
云
う
人
が
あ
り
ま
す
「
作
物
で
二
T
一
．
、
百
万
円
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ま
だ
ま
だ
台
風
の
季
節
で
す
一
鞭
は
一
本
関
係
〔
橋
、
道
路
）

か
ら
、
充
分
に
御
注
意
ね
が
い
一
農
業
三
木
関
係
（
護
岸
な
ど
）

・
4
ゆ
w

’
夢
心
憐

　
が
噛

ウ
鰹
偽
、
凹

隷

」
【写眞睨明】

　　台風第7号による
　　　　　　　　　　　　　ゆ　（ノr）　ヘノ「網1fパ裳鼎、、田ll旧｝こ登るn　（）建々河㌃

　　　橋i附近）
　（！1）飯谷部藷の田畑、直川増水で冠水。

感繍鯉臓轟
　へ　
勇一

冒

す
。

　
第
↑
号
で
は
、
被
害
総
害
け

「
六
r
八
百
乃
円
と
な
っ
て
お
り

　
　
　
　
そ
の
主
な
も
の
は
第

㎝
七
号
と
同
じ
く
農
作
物
で
、
約

F
r
几
白
り
円
と
な
っ
て
お
り

｝
ま
す
・
そ
の
地
道
路
・
橋
梁
て

百
卜
κ
力
円
、
堤
塘
、
水
略
な

ど
の
被
害
は
ハ
白
乃
円
と
な
っ

て
お
り
吏
ぐ
。
倒
れ
た
家
は
．

「
1
1
で
し
た
。
水
か
氾
濫
し
た
川

畑
の
面
債
は
約
四
白
ハ
ー
町
歩

と
な
っ
て
お
り
・
～
す
。
小
学
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

で
は
、
校
地
の
崩
ヒ
が
七
卜
κ
一

力
円
、
綬
舎
小
破
傾
か
が
あ
り

主
し
た
。

　
ま
だ
台
風
の
季
節
で
ず
か

ら
、
次
の
こ
と
は
怠
ら
ぬ
よ
う

考
え
て
お
き
ま
し
よ
う
。

◇
台
風
が
近
づ
い
た
ら
弾
物
や

　
敷
地
の
窪
わ
り
の
排
水
を
よ

　
く
し
て
お
き
ま
し
よ
う
．

◇
飲
み
水
、
応
急
食
糧
、
現
金

　
預
金
通
帳
、
印
か
ん
、
マ
ソ

　
ア
、
　
ロ
ー
ン
”
、
　
裏
わ
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ほ

　
灯
、
著
が
え
、
薬
品
類
を
非

　
寄
辺
に
入
れ
て
力
一
の
場
合

　
に
備
え
ま
し
よ
う
。

◇
へ
日
風
の
あ
と
、
井
、
戸
水
が
濁

　
っ
た
ら
、
す
き
通
る
ま
で
く

　
み
出
し
、
湯
の
み
茶
わ
ん

　
．
．
、
．
．
拝
の
サ
っ
ソ
粉
を
布

　
に
包
ん
で
洗
血
器
一
杯
の
水

　
に
と
か
し
、
そ
の
L
水
冷
力

　
戸
に
人
れ
て
消
毒
し
ま
し
L

往
還
○
児
匹
イ
ケ
（
3
9
）
細

島
八
幡
○
石
崎
リ
ソ
（
9
2
）

亀
崎
○
永
友
コ
ン
（
兜
）
凶

根
○
児
玉
字
太
郎
（
9
2
）
細

島
伊
勢
○
和
田
リ
ノ
（
兜
）

梶
木
○
児
玉
治
助
（
兜
）
平

岩
本
宮
O
赤
木
イ
ノ
（
9
1
）

財
光
吉
松
栄
○
兵
頭
コ
ス
ミ

（
9
1
）
止
町
一
区
○
黒
木
嘉

エ
門
（
9
1
）
幡
浦
○
青
木
ト

ミ
（
9
1
）
富
高
新
中
原
○
赤

木
カ
ネ
（
9
1
）
霧
島
〇
三
幅

自
ハ
助
（
9
0
）
薄
野
○
－
上
田
六

助
（
9
0
）
亀
崎
○
是
則
フ
キ

（
9
0
）
余
瀬

松
尾
市
議
急
逝

市
議
会
議
員
松
尾
清
氏
（
細

島
清
正
区
）
は
八
1
1
。
．
一
卜
口
午

后
零
時
、
．
．
隠
忍
自
宅
に
て
急
逝

き
れ
ま
し
た
。
慰
ん
で
弔
意
を
一

座
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
同
氏
は
昭
翻
二
卜
六
三
π

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
、
ロ
向
巾
制
施
行
と
同
時
に
　

市
会
畿
員
に
当
選
さ
れ
、
昭
和
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
年
五
月
再
遡
、
総
務
愛
員
〒

樹
冠
委
員
長
、
懲
罰
委
員
、
塾
［

農家のメモ

利
用
の
い
ろ
至

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

早
植
水
稲
跡
塑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
列
・
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

設
委
員
離
黒
磯
錨
駐
竃
聾
鱗
㎜

ろ
　
　
　
｝

　
甲
山
水
稲
の
跡
地
｝

も
い
ろ
く
利
用
さ
｝

れ
、
有
利
に
経
営
さ
｝

れ
る
こ
と
が
甲
植
水
｝

翼
培
を
よ
り
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
［

と
め
、

灘
讐
君
擢
鵡
駕
解
鱗
籔
は
動

は
九
月
一
日
、
細
島
観
音
占
で
・
捧
物
を
二
、
一
．
参
κ
ま
で
に
栽

盛
大
に
行
わ
れ
毒
し
た
。

公
明
選
挙
は

　
　
　
　
　
日
頃
か
ら
の
「
話
し
合
い
」
て

選
挙
は
公
．
証
明
朗
に
や
ら
ね
－
挙
が
徹
底
で
き
る
か
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
1
－
　
　
1
一
　
　
　
　
　
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
選

　　

｢
た
わ
り
ま
し
よ
う
　
　
　
　
　
解
帥
嫡
眈
橋
脚
棚
鰍
蟹
鵬
置
鞠

　　

@　

@　

@　

ﾆ
し
よ
り
を
　
嘱
編
隈
横
隔
讐

　
几
月
一
自
日
は
昭
和
　
ー
ハ
段
露
る
－
、
）
な
こ
と
冷
い
た
し
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
叢
記

年
か
ら
定
め
ら
れ
た
　
と
し
一
・
・
し
ヒ
♪
。
　
　
　
　
　
　
　
挙
管
回
目
貝
会
で
も
、
常
時
踊

り
の
臼
　
て
す
。
長
い
入
4
航
　
　
巾
で
は
九
一
ぞ
以
ト
の
高
令
発
（
要
し
あ
い
）
助
言
背
養
成

路
を
乗
り
切
）
て
、
長
為
か
保
κ
の
庁
々
を
お
訪
ね
し
て
、
艮
講
習
会
を
開
い
て
、
九
月
二
口

た
れ
た
力
々
に
敬
恵
冷
払
い
、
　
存
の
お
“
び
を
申
一
げ
、
記
念
窩
島
、
一
．
．
〔
岩
脇
四
日
は
美
々

お
慰
め
す
る
気
持
を
も
つ
た
め
品
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
儲
の
各
区
で
そ
の
地
区
の
助
言

に
、
こ
の
日
が
設
け
ら
れ
て
あ
　
努
。
市
内
て
は
こ
れ
ら
の
方
々
　
者
に
な
っ
て
戴
く
方
々
の
講
習

り
玄
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
は
レ
八
名
で
す
。
　
　
　
　
　
会
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
．

　
4
1
と
と
も
に
、
楽
し
み
も
小
　
　
○
黒
本
惣
次
郎
（
鮪
）
美
々
　
　
講
轡
会
で
地
方
自
治
、
選
挙

な
く
な
b
が
ち
な
お
て
の
お
し
　
　
津
袖
松
○
鈴
木
ベ
ン
（
9
5
）
　
に
つ
い
て
の
講
括
の
後
、
助
書

い
き
ん
、
お
げ
あ
さ
ん
に
、
特
　
　
塩
見
奥
野
O
無
木
ノ
テ
（
9
4
）
者
の
方
々
と
の
、
卸
し
あ
い
」

に
乙
の
日
に
は
、
何
か
揮
入
て
　
　
堀
一
二
○
黙
木
仁
古
（
9
3
）
　
を
行
い
、
ど
う
し
た
ら
公
明
選

色
々
と
討
議
し
t
し
た
。
各
地

区
で
は
こ
ん
ご
、
話
し
あ
い

の
集
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
槽
さ
ん
の
郷
協
力
布
．
お
ね
が

い
し
ま
す
。

基
本
選
挙
人
名
簿

登
載
者
調
査
票
作
成

　
　
　
九
月
一
π
n
現
看
て

公
職
選
挙
の
流
木
と
な
る
選
挙

人
名
簿
の
調
製
ぱ
、
寒
月
卜
π

口
現
存
で
調
査
い
た
し
も
ザ
。

有
資
福
者
は
登
戴
も
れ
な
と
の

な
い
よ
う
御
注
意
F
さ
い
。
調

査
票
は
近
く
各
甲
帯
に
配
4
1
ず

る
こ
と
に
な
っ
て
い
｝
す
。

う培
Q澄、

　を
　お
　知
　ら
　せ

　し

　ま

　し

　よ

一
、
え
ん
ど
う

（
品
種
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ウ
ス
で
、
［
’
同
Ψ
さ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
播
秤
）
リ
ス
イ

　
一
〇
月
一
～
．
．
1
ー

ノ
　
　
　
　
ラ

肩
さ
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
九
月
一
ハ
～
．
．
O
日

　
　
（
年
甲
均
卜
七
度
C
以
ヒ

　
　
の
地
）
　
　
　
　
　
　
　

（
種
子
吊
）

　
　
一
刀
気
合
（
四
～
弄
粒

　
　
八
播
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n

（
桟
植
）

ウ
ス
イ
七
尺
畷
．
．
．
U
へ
条
問
、
一

二
条
一
、
五
尺
株
問
、
干
鳥

点
播
・
Ψ
旋
～
八
尺
冊
・
四
…

尺
条
問
．
条
一
尺
斤
」
株
間
…

「
柔
艶
稲
と
す
る
。

・
・
象

（
肥
料
）
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
分
施
）
。

艶
論
副
謂
囎
塁
（
響
ル
は
四
五
～
六
匙

貫
、
硫
安
四
貫
、
追
肥
～
硫
　
も
の
を
使
用
、
三
月
中
旬
除

安
二
貫
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
淫
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
管
玉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
（
牧
穫
）
　
四
月
上
一
下
旬
。

つ
る
長
き
宵
寸
の
時
ご
本
立
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
そ
の
他

側
礎
は
一
⊥
尺
で
シ
ン
抜
㎜

伽
海
雲
に
さ
さ
竹
簿
を
薦
㌶
鷲
傾
馨

（
牧
穫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
類
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
、
た
ま
ね

二
月
下
旬
。
反
牧
二
〇
〇
煽
ぎ
等
が
有
利
に
栽
培
さ
れ
、
証

悟
ヒ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
代
の
花
形
、
花
卉
の
球
根
栽

（
注
意
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
培
も
で
き
ま
す
。

浸
水
に
よ
る
稠
了
鴨
敗
防
止

の
た
め
高
畦
、
排
水
路
を
作

り
病
害
虫
の
防
除
を
行
う
。

皿
二
、
結
球
は
く
さ
・
い

（
騨
配
叢
星
「
襲
離
顯
静
趣

　
（
播
種
期
）
　
一
月
中
旬
　
　
　
受
付
け
て
い
ま
す
。
御
入
用
の
一

　
（
育
苗
）
　
　
　
　
　
　
　
｝
方
は
係
へ
串
込
ん
で
下
さ
い
。
一

　
ビ
ニ
ー
ル
樹
・
冷
床
コ
モ
ニ
【
二
四
〇
頁
で
優
美
な
」
貿
革
製
「

　
枚
が
け
。
四
寸
x
四
寸
育
苗
表
紙
、
色
々
な
参
考
資
料
も
載

　
（
定
植
）
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
つ
て
い
て
便
利
で
す
。
代
金
は

四
神
温
三
脚
欝
駄
白
露
郡
継
口
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
杵
物
か
必
要
で
あ
る
。
　
　
［
な
る
へ
く
甲
口
に
申
込
ん
で
下

　
（
栽
植
踵
離
）
　
　
　
　
　
皿
さ
い
。
．

　
ほ
級
蝉
藤
寄
棲
株
間
ゴ
海
の
守
・
り

　
（
肥
料
）
　
　
　
　
　
　
　
海
上
保
蜜
部
細
島

鷺
㎝
㎝
期
盤
競
三
分
議
置

　
二
〇
貫
。
追
肥
農
協
特
二
号

　
．
一
〇
貫
。
硫
安
充
貫
（
一
．
一
回

県
民
手
帳
の

追
加
受
付

宮
崎
県
統
計
協
会
で
毎
年
群

類
は
運
動
会
か
ら

，

礁
　
　
　
け
じ
う
　
　
　
ノ
　
　
マ
　
　
　
　
ノ
ヒ
ロ
　
　
　
　
ラ

　
　
“
ソ
σ
　
斗
桐
と
ノ
脂
　
吝

　
高
め
る
こ
と
か
．
口
的
と
し
て
ノ

　
リ
・
卜
社
会
1
義
政
和
困
辿
邦

　
の
1
都
一
．
ス
リ
ワ
て
開
か
烈
た

　
甲
界
仔
国
学
石
Ψ
和
友
好
祭
に

　
招
行
の
形
て
零
航
し
ま
し
た
。

　
一
L
－
ハ
〃
臼
の
日
二
丁
代
表
田
凹
（
労

　
働
、
学
ル
．
雪
年
団
、
　
一
般
文

　
化
、
口
舞
、
洋
舞
、
側
優
座
、

　
晩
ム
術
、
灘
…
ほ
連
盟
、
ス
ジ
ー
ノ

　
と
各
界
か
ら
選
ば
れ
た
多
雪
な

　
顔
ぶ
れ
）
か
新
潟
港
亭
．
出
発
し

　
た
の
は
七
月
卜
几
目
、
n
本
海

　
か
二
路
ノ
速
領
と
い
う
ヒ
り
引

　
上
置
で
有
名
な
ー
ー
ト
力
量
に

　
．
i
日
の
彗
』
四
時
入
辞
し
う

　
し
た
、

　
　
　
　
、
、
　
）
　
l
　
一
　
　
　
ノ
　
　
　
鼻
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
i
句
／
4
0
ー
ド
ー
　
ノ
　
　
　
．
つ
亀
し

　
み
、
ψ
r
し
て
数
〃
・
の
智
い
出
を

一
残
し
て
発
つ
た
で
あ
ろ
）
引
揚

　

一
同
胞
の
姿
を
想
い
浮
へ
、
埠
頭

　
に
出
迎
え
た
万
τ
の
歓
迎
人
に

一
迎
え
ら
れ
た
代
表
団
は
先
づ
惜

」
堺
の
嵩
と
構
忌
め
る
た

め
に
ぱ
何
よ
り
も
先
ず
「
原
水

爆
の
実
験
、
原
水
爆
兵
器
の
製

造
禁
段
　
冷
．
強
く
吸
望
し
て
汽

申
に
乗
り
ま
し
た
。
汽
車
は
日

本
の
に
比
へ
て
大
き
く
、
私
達

は
．
．
等
寝
台
中
て
し
た
。
し
か

し
、
日
本
の
．
．
等
寝
台
程
度
の

も
の
で
そ
の
一
不
便
な
こ
と
は

便
防
と
洗
面
所
が
一
所
に
あ
る

ヤ
は
請
判
、
た
る
隙
野
で
な
る
桿

廻
書
の
地
表
面
積
の
六
分
の
一

の
領
し
を
も
つ
ノ
速
の
大
き
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
万
々
で
受
け

る
歓
迎
人
の
姿
、
そ
し
て
車
窓

か
ら
見
る
農
村
風
景
に
は
生
活

の
難
か
さ
は
考
え
ら
れ
ず
、
ふ

と
「
人
間
の
弔
福
」
と
は
何
だ

ろ
う
と
不
詳
議
に
思
い
ま
し

に
驚
か
さ
れ
志
し
た
。
仏
つ
た

世
界
豊
岡
は
自
卜
四
ヵ
圃
（
こ

れ
は
自
治
領
植
民
地
を
入
れ
た

も
の
で
す
）
の
宵
彗
代
人
て
会

場
や
ホ
テ
ル
は
選
る
で
人
種
の

展
覧
会
て
す
。
日
程
は
会
議
は
．

少
く
集
ま
っ
た
蟹
田
問
で
の
交

流
交
歓
会
や
見
学
で
し
た
。
或

夜
一
五
六
名
全
員
で
「
丼
モ

ノ
」
婆
で
出
席
し
た
時
の
n
本

代
表
団
は
物
す
ご
い
人
気
で
し

た
。
物
価
は
2
一
常
に
高
く
そ
の

ヒ
品
物
が
粗
末
で
少
な
く
消
費

物
資
は
極
度
に
制
限
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
国
冷
あ
げ
て
爪
工

業
に
軍
備
に
力
を
人
れ
て
い
る
…

ノ
連
は
末
恐
ろ
し
い
囚
に
な
る

と
浸
し
ま
し
た
。

　
〃
レ
ム
リ
ン
宮
…
殿
地
下
鍬
の

9
3
8
6
人
が

　
日
高
予
防
接
種

　
こ
と
し
は
日
本
脳
炎
患
者

市
内
で
十
名
発
生
、
本
谷
区

畑
浦
区
、
本
町
区
、
亀
崎
区

各
一
名
計
四
名
の
死
亡
者
を

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
刺
戟

れ
て
か
、
予
防
接
種
を
お
願

し
た
と
こ
ろ
、
実
に
九
千
電

八
十
六
名
の
方
が
う
け
ら
れ

市
役
所
講
堂
な
ど
は
、
連
日

員
で
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー

の
自
転
車
が
十
台
以
上
も
並

と
い
う
状
況
で
し
た
。

地
区
別
の
被
接
種
者
数
は
次

と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

癒

（員数）

3．156人

1．380

1．323

1．104

　835
800

㎜
9．386人

㎜
騨
繕
騒
門

観
陞
胎
諜
糠
動
齋
総
目
崩
臆
日
ど
り
受
根
上
即
自
も
ん
旦
日

市
内
の
護
岸
中
学
校
と
品
校
の

　市内各学校
　運動会日取
9月29日（口）

　細島小学校
　財光寺小学校
10月5日置十）

　日知厚小学校
10月6日（日）

　美々沖小学校
　塩見小学校
　平岩小学枚
10月13日（日）

　美一員中学ρ校
　暑脇中学校
　富高小学校
　幸脇小学枚
10月6日（日）

　富島高等学校

　
油
津
海
上
保
安
部
の
分
室
が
｝
卜
五
円
に
達
し
豪
し
た
。

細
島
港
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に

一
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
．
．
年
来
｝
部
に
委
託
し
ま
し
た
。

の
陳
情
で
あ
り
ま
し
た
が
、
去
一
　
な
お
市
役
所
布
民
課
に
特

｝
る
八
月
二
十
四
日
認
可
と
な
寄
託
さ
れ
た
分
は
次
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
で
し
た
。

付
で
着
任
さ
れ
、
駆
特
型
巡
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
h
弐
拾
円
、
櫛
山
市
営
住
．

船
ま
た
は
高
速
内
火
艇
が
一
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
仲
よ
し
子
供
会

月
交
代
て
細
島
港
に
常
駐
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
事
務
所
〇
三
下
百
賓
拾
円
、
几
州
学
d

は
、
当
分
の
間
細
局
支
所
内
に
一
　
連
盟
日
向
支
部

置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
・
〇
四
千
円
、
伊
藤
助
一
郎

…
こ
れ
に
よ
っ
て
台
風
時
の
海
田
〇
七
百
円
・
狩
二
子

蛭
救
助
、
底
曳
網
漁
業
の
密
漁
d
弐
千
円
エ
デ
イ
ガ
i
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一
回
の
取
締
り
、
密
貿
易
の
監
視
｝

西
九
州
水
害

一
掃
金

　
西
九
州
水
害
義
損
金
募
隼

一
酬
い
て
は
、
区
長
さ
ん
班
艮

｝
ん
の
お
世
話
と
市
民
の
皆
様

　
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
集

…
た
義
描
金
は
八
四
．
一
r
六
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

は
八
月
十
九
口
、
日
赤
宮
崎
」

，
鶴
’

姦
題
｝
ま

世
界
上
汐
学
生
平
和
友
好
祭
に

参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
高

歩
、
そ
れ
に
列
中
の
窓
が
全
部

密
閉
さ
れ
た
の
に
は
閉
［
し
ま

し
た
。
て
の
一
想
パ
ノ
主
食
の

食
事
と
ト
日
問
風
呂
に
照
れ
ず

に
昭
食
へ
る
事
と
寝
る
こ
と
以

外
に
方
法
の
な
い
「
卜
日
閥
の

汽
敢
の
旅
」
に
は
全
く
丁
を
｝

け
ま
し
た
。

　
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
シ
ベ
り

た
。
そ
れ
は
駅
〃
、
で
接
す
る
ノ

連
人
の
明
る
い
笑
敵
、
そ
し
て

歌
声
だ
つ
た
か
ら
で
す
。
よ
う

や
く
七
1
1
ニ
ト
几
日
に
待
望
の

モ
ス
ク
ワ
に
着
き
ま
し
た
。

　
物
静
か
な
ン
ペ
リ
や
沿
線
の

拳
々
に
比
べ
、
こ
こ
モ
ス
ク
ワ

の
衡
の
大
き
く
美
し
い
こ
と
、

そ
し
て
市
民
の
熱
狂
的
な
歓
迎

滞鵬

H
簾
藤

諏
畑
騨
礪
矯
（
葡
凱
子 ．してはならぬ

・交通事故一

　
交
通
肇
故
は
日
一
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
ロ

鞭
蒲
駅
簸
韓
灘
溢
一
日
赤
か
ら
救
助
物
堅

自
動
車
と
会
っ
た
さ
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
「
台
風
第
↑
号
に
よ
る
罹
災
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
場
の
浅
利
健
さ
ん
一
家
と
、
…

時
は
特
に
注
意
し
　
可
愛
い
い
お
子
さ
ん
で
す

て
安
全
な
場
所
に
　
殺
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
　
　
去
る
八
月
十
五
日
火
災
で
稲
災
一

避
け
て
下
さ
い
。
皿
　
日
頃
の
お
子
さ
ん
の
行
動
に
し
た
椀
木
の
黒
木
慶
蔵
さ
ん
＝

貯碑繒
J
鞭
幽
幽
榔
礁
難
卿

｝
な
ど
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
一

｝
に
な
り
、
関
係
者
か
ら
大
き
な
一

期
待
を
も
た
れ
て
お
り
ま
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

終
れ
麗
終
罫
塒
鐘
鋳
養
施
鷺
口
口
ゆ
π
唱

日向市からのおたより

㊨NHK　（七市便り）

　　　毎週日曜日
　　　　魯鵯1第『望駿蓬（臨1鵯長＆

◎RMκ　（ふるさと便り）
　1　毎週土曜日
　　　・範1孕宥畠（繍階憂s）
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